
■本製品はＳＡＮＷＡプロポ専用です。他社製品でのご使用は、メーカーによって仕様が異なるため本製品の故障の原因となりますので

　使用しないでください。

■本製品のコネクターにバッテリーやモーターを接続する際は、接触不良にならないよう確実に接続してください。

■本製品は電子部品を搭載しており、大変水に弱いため、雨天時や水たまりのある場所では、絶対に走行しないでください。

■モーターの劣化はスピードコントローラーへの負担が大きくなり、ＦＥＴの劣化または破損の原因となりますので、モーターのコンディション

　には十分注意していただき、定期的にモーターのメンテナンスを行ってください。

■本製品には１２ターン以上のターン数のモーターをご使用ください。

　※上記ターン数より少ないターン数のモーターを使用した場合、ヒートプロテクト機能が働く可能性が高くなります。

　※上記ターン数はあくまでも目安です。ＲＣカーの整備状況やギア比等の条件によっては本製品に対応するモーターであっても、

　　ヒートプロテクト機能が働く場合があります。

■連続走行やコネクターの劣化によりバッテリーコネクターやモーターのギボシ端子が熱で抜けなくなったり、溶ける場合があります。

　そのような症状がある場合はコネクターを新しい物と交換し、使用していたモーターよりターン数の多いモーターに交換し、車体の駆動系が

　スムーズに回転するように整備してください。それでも症状が再発するようであれば、本社サービスにお問い合わせください。

■走行後は必ず走行用バッテリーのコネクターをはずして保管してください。

!

モーターからのノイズで、受信機が誤動作する恐れがあります。
付属のノイズキラーコンデンサをイラストのように３個ハンダ付けしてください。
また、付属のもの以外（例えば電解コンデンサ、タンタルコンデンサ、ショットキーダイオード等）は破裂する恐れが
ありますので、絶対に使用しないでください。
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■使用電源・・7.2/7.4V(ニカド、ニッケル水素６セル/Li-Po2セル)
■最大電流・・・・・・・・・・・・８８Ａ（前進）４４Ａ（後進）
■オン抵抗  ・・・・・０.０００４Ω（前進）０.０００８Ω（後進）
■寸法・・・・・・・・・・・・・・３５.１ｘ２９.１ｘ２２.０ｍｍ
■重量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６ｇ
■対応モーター・・・・・・・・・・・・・・・・１２ターン以上

■ノイズキラーコンデンサー・・・・・・・・・・・・・・・３ケ
■取扱説明書（本書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部

■SHRモード対応　■高周波ドライブ方式採用　■高性能パワーMOS-FETを採用　■バッテリーセレクト機能搭載　■バックキャンセル機能
■ニュートラルポイントやハイポイントの位置を確認できるLEDチェッカーランプ内蔵　■走行用バッテリーの過放電を防ぐローバッテリー機能搭載
■ヒートプロテクト機能の採用により、異常発熱や過負荷からFETを保護します。

ＳＨＲモード対応バック付きＦＥＴスピードコントローラー

取扱説明書
670A02391A

このたびは、ＳＡＮＷＡ　F2500をお買い上げいだだきありがとうございます。
この取扱説明書は、本製品を安全にご使用いただくために、取扱いに関する手順、注意事項について説明しています。
本製品の性能を充分発揮させるために、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しくお取扱いいただくようお願い
申し上げます。なお本書はお読みになった後も、いつでも読めるように大切に保管してください。
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バッテリーコネクター

モーターコネクター
赤

青

電源スイッチ

受信機用コネクター
受信機のスロットルチャンネル(２ＣＨ)に
接続します。

モーターコードを接続します。
※極性を間違えるとモーターが逆回転
　しますのでご注意ください。

走行用バッテリーを接続します。

受信機側のメインスイッチです。

FET SPEED CONTROLLER

FET SPEED CONTROLLER

・・・ ・・・ ・・・・・・

サーボは動くが、モーターが
動作しない。　

スピードコントローラーが正しく接続されていない。

コネクターを交換するなどのメンテナンスをおこなってください。

調子が悪いときはまずチェックを！。
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。
オーバーホールや修理に出される場合は、故障状況を詳しく
ご記入の上、本社サービスへ修理依頼してください。

また、ご質問・お問い合わせ等は本社サービス / 東京営業所にて
受付けております。
電話でのお問い合わせは土曜、日曜、祝祭日を除く
ＡＭ９：３０～１２：００、ＰＭ１：００～５：００です。

アンテナはできるだけ外へ出し、まっすぐ張るようにしてください。

受信機やアンテナにモーターコードやバッテリーコードを近づけない
でください。

直ちに電源を切り、バッテリーをはずして水分を乾かしてください。

スピードコントローラーのセットアップを再度やり直してください。

より冷却できる場所に積むなどの対策をおこなってください。

RC カーをメンテナンスしてください。

スピードコントローラーのスペックに合ったバッテリーを
使用してください。

スピードコントローラーのスペックに合ったモーターを
使用してください。

スピードコントローラーのセットアップを再度やり直してください。

ピニオンギヤを小さい物に交換してください。

送信機を修理してください。

受信機を修理してください。

受信機を修理してください。

配線を正しくおこなってください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

別のモーターに交換してください。

別のモーターに交換してください。

配線やコネクターを確実に接続してください。

スピードコントローラーを十分に冷却してください。

受信機のスロットルチャンネルに接続してください。

ヒートプロテクターが働いている。

配線やコネクターがはずれている。

コネクターが接触不良になっている。

RC カーのアンテナが短すぎる。

受信機やアンテナがスピードコントローラーのモーター
コードやバッテリーコードに近い。

スピードコントローラーが水に濡れてしまった。

スピードコントローラーへの冷却が足りない。

RC カーの駆動系 ( ギア、ベアリング ) が軽く回転しない。

許容電圧以上のバッテリーを使用している。

使用しているモーターに対してピニオンギヤが大き過ぎる。

セットアップ後に送信機の設定が変わってしまった。

セットアップ後に送信機の設定が変わってしまった。

送信機が壊れてしまっている。

受信機が壊れてしまっている。

受信機が壊れてしまっている。

スピードコントローラーが正しく配線されていない。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

モーターが壊れてしまっている。

モーターが壊れてしまっている。

モーターに正しく配線してください。

正しくバインドをおこなってください。

モーターの配線を間違えている。

送信機のリバース設定を正しく設定してください。送信機のリバース設定が変わってしまっている。

送信機と受信機のバインドが正しくおこなわれていない。

サーボ、モーターが動作しない。　

対応モーター以上のモーターを使用している。　

送信機を前進側に操作しても

モーターが逆転してしまう。　

スロットル操作に対してモーター

のパワーが出ない。　

ヒートプロテクトが働いてしまう。

モーターの回転が止まらず、

低速で廻り続けてしまう。　

正常に動作しない。

●予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。
●201３年７月　第１版　

症状 原因 対策

サンワサービスについて

故障かな？と思ったら

走行用バッテリーを充電するか、充電されたものと交換してください。カットオフバッテリーの機能がはたらいている。

SET

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ

Ｆ

ヒートシンク
※走行後は熱くなるので
　ご注意ください。

SET
ボタン

ニュートラル
LED

ハイポイント
LED

SET

注 意　　　安全に使用していただくための注意事項

モーターノイズ対策

の特長

テクニカルデータ 付　属　品

各部の名称と接続方法

セットアップについて

重要

スピードコントローラーにバッテリーを接続
して、電源スイッチをＯＮにしてください。
スロットルトリガー / スティックがニュートラル
の状態でニュートラル LED( 緑 ) が点滅するまで
SET ボタンを押し続けてください。
点滅した時点でセットアップモードになり、
ニュートラル位置が記憶されます。

ニュートラル LED( 緑 ) が点滅したら　
スロットルトリガー / スティックをフルスロットルに
して SET UP ボタンを押してください。
ハイポイント LED( 赤 ) が点灯して、フルスロットル位置が
スピードコントローラーに記憶されます。

ハイポイント LED( 赤 ) が点灯したら、
スロットルトリガー / スティックをフルブレーキに
して SET UP ボタンを押してください。
ニュートラル LED( 緑 ) が点滅して、フルブレーキ位置が
スピードコントローラーに記憶されます。
セットアップが完了するとニュートラル LED( 緑 ) が点灯します。

スピードコントローラーの電源スイッチが OFF になっていて、バッテリーが接続されていない事を確認してください。
ピニオンギヤをはずして、RC カーのタイヤに動力が伝わらないようにしてください。
スロットルトリガー / スティックをニュートラルにして、送信機の電源を ON にしてください。

EPA-TH　スロットル・エンドポイントアジャスト　ハイ側

EPA-TH　スロットル・エンドポイントアジャスト　ブレーキ側

EXP-TH　スロットル・エクスポネンシャル　ハイ側 / ブレーキ側

１００％ H

スロットル　リバース
NOR/REV どちらでも可
セットアップ完了後の変更は禁止

 OFF ／ 0%

ARC-TH　スロットル・アジャスタブルレートコントロール ハイ側 / ブレーキ側  OFF ／ 0%

SUB TRIM-TH　サブトリム・スロットル 0

スロットルトリム  センター (０)

１００％ B/L

電源スイッチ
ニュートラル

フルスロットル

フルブレーキ

ON

1

2

1

2

1

2

3

4

●スピードコントローラーをセットアップする前に
　送信機の設定を右記の通りに合わせてください。

●ボリューム式のエンドポイントアジャスト機能
   が有る送信機の場合は、スロットルのハイ側、
   ブレーキ側のエンドポイントアジャストの設定
   を最大にしてください。

バックキャンセルについて

Push
(1 秒以上長押し )

SET

緑色点滅

SET

Push

SET

緑色点灯

SET

Push

SET

赤色点灯

●電源スイッチをONにします。

   必ず送信機→スピードコントローラーの順序でおこなってください。

 （OFFにする場合はスピードコントローラー→送信機）

●前進走行中にスロットルトリガー/スティックを後進側に操作すると、

   操作に比例してブレーキが効きます。ブレーキ側に操作したままモーターの

   回転が停止すると後進になります。

※送信機にエンドポイント機能がある場合はブレーキの効きをEPA-L、Bで

   調整することができます。設定値を小さくすると、ブレーキが弱くなり後進も

   できなくなります。

ＬＥＤチェッカーランプの動作について

ニュートラル

フルスロットル以外の前進

スロットル操作
ニュートラル
      LED

ハイポイント
     LED

フルスロットル 点灯

フルブレーキ＆フルバック

フルブレーキ、フルバック以外の操作

点灯 点灯

点灯

スロットルトリガー / スティックを操作して、スピードコントローラーの LED 動作でセットアップが正しくおこなわれて
いるか確認できます。

※動作可能なレスポンスモードについて
　F2500 はノーマル (NOR) とハイレスポンス (SHR) のレスポンスモードに対応しています。
　スーパーレスポンス (SSR) では動作しませんので、レスポンスモードの切り替えが可能な送信機で使用する場合は
　対応したレスポンスモードに合わせて送信機と受信機を BIND( バインド ) してください。

出荷状態ではスロットルトリガー / スティックを操作したときに、前進 / ブレーキ / バックで動作する設定になっています。
バックキャンセルの設定をおこなうことで、前進 / ブレーキのみの動作になります。

走行用バッテリーの電圧が低下した際に、走行用バッテリーにダメージをあたえないようにモーターへの出力を停止する
機能がバッテリーセレクトです。
使用するバッテリーの種類 ( ニカド、ニッケル水素バッテリー /Li-Po バッテリー ) に合わせたバッテリーセレクトを設定
することでローバッテリー機能が動作しますので、使用するバッテリーに合わせて適切に設定してください。

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ

Ｆ

SET

SET ボタンを押しながら、電源スイッチを ON することで、
バック動作有りとバック動作無し ( バックキャンセル ) が
切り替わります。
(※送信機の電源が OFF でも設定できます。)

送信機の電源が ON の状態で、F2500 の電源を ON したときに
ハイポイント LED が 1 回点滅ではバック動作有りの設定、
ハイポイント LED が 2 回点滅ではバックキャンセルの設定になります。
ハイポイント LED が点滅したあと、ニュートラル LED が点灯して
動作モードになります。　

電源スイッチ

ON

Push
( 押したまま )

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ

Ｆ SET

電源スイッチ

ON

ハ
イ
ポ
イ
ン
ト

後
進
/ブ

レ
ー
キ

　
　
 MAX

ＬＥＤチェッカーランプの動作

前進

ブレーキ

 ＆後進

緑＆赤点灯

緑＆赤点灯

赤点灯

赤点灯

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

・・・点灯

・・・消灯

緑色点灯

緑色点灯

●電源スイッチをONにします。必ず送信機→スピードコントローラーの順序でおこなってください。
 （OFFにする場合はスピードコントローラー→送信機）
●前進走行中にスロットルトリガー/スティックを後進側に操作すると、操作に比例してブレーキが
　効きます。ブレーキ側に操作したままモーターの回転が停止すると後進になります。
※送信機にエンドポイント機能がある場合はブレーキの効きをEPA-L、Bで調整することが　
　ができます。設定値を小さくすると、ブレーキが弱くなり後進もできなくなります。

ニュートラル

フルスロットル以外の前進

スロットル操作 ニュートラル LED ハイポイント  LED

フルスロットル 点灯

フルブレーキ＆フルバック

フルブレーキ、フルバック以外の操作

点灯 点灯

点灯

ハ
イ
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ン
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進
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ー
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 MAX

ＬＥＤチェッカーランプの動作

前進

ブレーキ

 ＆後進

LEDチェッカーランプ
　　 　動作

緑＆赤点灯

赤点灯

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

・・・点灯

・・・消灯緑色点灯

ハイポイント LED の点滅回数で
バック動作の確認ができます。

バッテリーセレクトの設定について

SET

F2500 の電源が ON の状態で SET ボタンを長押しします。
ニュートラル LED が点滅後ハイポイント LED とニュートラル LED が
同時点滅になり、バッテリーセレクト設定モードになりますので
SET ボタンを離してください。

LED の点滅パターンが 1 回と 2 回を繰り返します。
1 回点滅の時に SET ボタンを押すと Li-Po モード
2 回点滅の時に SET ボタンを押すとニカド / ニッケル水素モード
になります。
バッテリーセレクトの設定が終わるとニュートラル LED が点灯して
動作モードになります。
※使用するバッテリーに合わせて適切に設定してください。間違えると過放電になり、バッテリーにダメージをあたえる可能性が有ります。

Push
( 長押し )

同時点滅

ＬＥＤ点滅動作

SET

ローバッテリー機能とヒートプロテクト機能について

●過放電による走行用バッテリーへのダメージを少なくするためのローバッテリー機能 ( バッテリーセレクトと連動 ) と、過負荷による温度上昇で

　スピードコントローラー本体の破損を防ぐためのヒートプロテクト機能が装備されています。

　走行中に動力用モーターがストップした場合には、ローバッテリー機能とヒートプロテクト機能のどちらかが動作しています。

●F2500 の電源スイッチの OFF/ON で F2500 の動作が正常に戻る場合はローバッテリー機能が働いています。走行用バッテリーを充電するか、

　充電された走行用バッテリーと交換してください。

●F2500 の電源スイッチの OFF/ON をおこなっても動作が正常に戻らず、F2500 のヒートシンクが高温になっている場合にはヒートプロテクト

　機能が働いています。スピードコントローラーのスペック以上の負荷が掛っている、RC カーの駆動系 ( ギア、ベアリング ) が軽く回転していない、

　F2500 への冷却が充分ではない、モーターの破損などの原因が考えられます。

　ヒートプロテクト機能が働いた場合には、右頁の「故障かな？と思ったら」を参考にしてヒートプロテクト機能が働いた原因を調べてください。

本体ＬＥＤによるエラーメッセージについて

●送信機からの信号が受信機で受信できない場合や、過負荷による温度上昇でスピードコントローラー本体の破損を防ぐためのヒートプロテクト機能と、

　過放電による電池へのダメージを少なくするために Li-Po バッテリーとニカド / ニッケル水素バッテリーに対応したカットオフバッテリーの機能が

　搭載されており、本体 LED の動作によって状態がわかるようになっています。

LED 動作

ニュートラル LED( 緑 ) のゆっくりとした点滅 送信機の電源が入っていないか、スピードコントローラーと受信機を接続しているコネクターの接続を確認してください。

青 / 赤のゆっくりとした点滅 走行用バッテリー電圧の低下を検出し、カットオフバッテリーの機能が作動しモーター出力を停止しました。

緑 / 赤のゆっくりとした点滅 過負荷などにより、スピードコントローラーの異常発熱を検出し、ヒートプロテクトが作動し出力を停止しました。

状態

トリガータイプ
スティックタイプ

ハ
イ
ポ
イ
ン
ト

前進

ニュートラル

ブレーキ
＆後進

　　
　後

進
/ブ
レ
ー
キ

　　
　　
MA
X

注 ) 送信機の電源が ON になっていない、受信機が送信機からの信号を受信できない場合、スピードコントローラーと受信機を接続しているコネクター

　  にトラブルが発生している場合にニュートラル LED( 緑 ) が点滅します。送信機の電源、受信機へ接続しているコネクターの接続を確認してください。



■本製品はＳＡＮＷＡプロポ専用です。他社製品でのご使用は、メーカーによって仕様が異なるため本製品の故障の原因となりますので

　使用しないでください。

■本製品のコネクターにバッテリーやモーターを接続する際は、接触不良にならないよう確実に接続してください。

■本製品は電子部品を搭載しており、大変水に弱いため、雨天時や水たまりのある場所では、絶対に走行しないでください。

■モーターの劣化はスピードコントローラーへの負担が大きくなり、ＦＥＴの劣化または破損の原因となりますので、モーターのコンディション

　には十分注意していただき、定期的にモーターのメンテナンスを行ってください。

■本製品には１２ターン以上のターン数のモーターをご使用ください。

　※上記ターン数より少ないターン数のモーターを使用した場合、ヒートプロテクト機能が働く可能性が高くなります。

　※上記ターン数はあくまでも目安です。ＲＣカーの整備状況やギア比等の条件によっては本製品に対応するモーターであっても、

　　ヒートプロテクト機能が働く場合があります。

■連続走行やコネクターの劣化によりバッテリーコネクターやモーターのギボシ端子が熱で抜けなくなったり、溶ける場合があります。

　そのような症状がある場合はコネクターを新しい物と交換し、使用していたモーターよりターン数の多いモーターに交換し、車体の駆動系が

　スムーズに回転するように整備してください。それでも症状が再発するようであれば、本社サービスにお問い合わせください。

■走行後は必ず走行用バッテリーのコネクターをはずして保管してください。

!

モーターからのノイズで、受信機が誤動作する恐れがあります。
付属のノイズキラーコンデンサをイラストのように３個ハンダ付けしてください。
また、付属のもの以外（例えば電解コンデンサ、タンタルコンデンサ、ショットキーダイオード等）は破裂する恐れが
ありますので、絶対に使用しないでください。

104

104104

■使用電源・・7.2/7.4V(ニカド、ニッケル水素６セル/Li-Po2セル)
■最大電流・・・・・・・・・・・・８８Ａ（前進）４４Ａ（後進）
■オン抵抗  ・・・・・０.０００４Ω（前進）０.０００８Ω（後進）
■寸法・・・・・・・・・・・・・・３５.１ｘ２９.１ｘ２２.０ｍｍ
■重量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６ｇ
■対応モーター・・・・・・・・・・・・・・・・１２ターン以上

■ノイズキラーコンデンサー・・・・・・・・・・・・・・・３ケ
■取扱説明書（本書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部

■SHRモード対応　■高周波ドライブ方式採用　■高性能パワーMOS-FETを採用　■バッテリーセレクト機能搭載　■バックキャンセル機能
■ニュートラルポイントやハイポイントの位置を確認できるLEDチェッカーランプ内蔵　■走行用バッテリーの過放電を防ぐローバッテリー機能搭載
■ヒートプロテクト機能の採用により、異常発熱や過負荷からFETを保護します。

ＳＨＲモード対応バック付きＦＥＴスピードコントローラー

取扱説明書
670A02391A

このたびは、ＳＡＮＷＡ　F2500をお買い上げいだだきありがとうございます。
この取扱説明書は、本製品を安全にご使用いただくために、取扱いに関する手順、注意事項について説明しています。
本製品の性能を充分発揮させるために、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しくお取扱いいただくようお願い
申し上げます。なお本書はお読みになった後も、いつでも読めるように大切に保管してください。

＋

－

バッテリーコネクター

モーターコネクター
赤

青

電源スイッチ

受信機用コネクター
受信機のスロットルチャンネル(２ＣＨ)に
接続します。

モーターコードを接続します。
※極性を間違えるとモーターが逆回転
　しますのでご注意ください。

走行用バッテリーを接続します。

受信機側のメインスイッチです。

FET SPEED CONTROLLER

FET SPEED CONTROLLER

・・・ ・・・・・・

サーボは動くが、モーターが
動作しない。　

スピードコントローラーが正しく接続されていない。

コネクターを交換するなどのメンテナンスをおこなってください。

調子が悪いときはまずチェックを！。
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。
オーバーホールや修理に出される場合は、故障状況を詳しく
ご記入の上、本社サービスへ修理依頼してください。

また、ご質問・お問い合わせ等は本社サービス / 東京営業所にて
受付けております。
電話でのお問い合わせは土曜、日曜、祝祭日を除く
ＡＭ９：３０～１２：００、ＰＭ１：００～５：００です。

アンテナはできるだけ外へ出し、まっすぐ張るようにしてください。

受信機やアンテナにモーターコードやバッテリーコードを近づけない
でください。

直ちに電源を切り、バッテリーをはずして水分を乾かしてください。

スピードコントローラーのセットアップを再度やり直してください。

より冷却できる場所に積むなどの対策をおこなってください。

RC カーをメンテナンスしてください。

スピードコントローラーのスペックに合ったバッテリーを
使用してください。

スピードコントローラーのスペックに合ったモーターを
使用してください。

スピードコントローラーのセットアップを再度やり直してください。

ピニオンギアを小さい物に交換してください。

送信機を修理してください。

受信機を修理してください。

受信機を修理してください。

配線を正しくおこなってください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

スピードコントローラーを修理してください。

別のモーターに交換してください。

別のモーターに交換してください。

配線やコネクターを確実に接続してください。

スピードコントローラーを十分に冷却してください。

受信機のスロットルチャンネルに接続してください。

ヒートプロテクターが働いている。

配線やコネクターがはずれている。

コネクターが接触不良になっている。

RC カーのアンテナが短すぎる。

受信機やアンテナがスピードコントローラーのモーター
コードやバッテリーコードに近い。

スピードコントローラーが水に濡れてしまった。

スピードコントローラーへの冷却が足りない。

RC カーの駆動系 ( ギア、ベアリング ) が軽く回転しない。

許容電圧以上のバッテリーを使用している。

使用しているモーターに対してピニオンギアが大き過ぎる。

セットアップ後に送信機の設定が変わってしまった。

セットアップ後に送信機の設定が変わってしまった。

送信機が壊れてしまっている。

受信機が壊れてしまっている。

受信機が壊れてしまっている。

スピードコントローラーが正しく配線されていない。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

スピードコントローラーが壊れてしまっている。

モーターが壊れてしまっている。

モーターが壊れてしまっている。

モーターに正しく配線してください。

正しくバインドをおこなってください。

モーターの配線を間違えている。

送信機のリバース設定を正しく設定してください。送信機のリバース設定が変わってしまっている。

送信機と受信機のバインドが正しくおこなわれていない。

サーボ、モーターが動作しない。　

対応モーター以上のモーターを使用している。　

送信機を前進側に操作しても

モーターが逆転してしまう。　

スロットル操作に対してモーター

のパワーが出ない。　

ヒートプロテクトが働いてしまう。

モーターの回転が止まらず、

低速で廻り続けてしまう。　

正常に動作しない。

●予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。
●201３年７月　第１版　

症状 原因 対策

サンワサービスについて

故障かな？と思ったら

走行用バッテリーを充電するか、充電されたものと交換してください。ローバッテリー機能がはたらいている。

SET

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

ヒートシンク
※走行後は熱くなるので
　ご注意ください。

SET
ボタン

ニュートラル
LED

ハイポイント
LED

SET

注 意　　　安全に使用していただくための注意事項

モーターノイズ対策

の特長

テクニカルデータ 付　属　品

各部の名称と接続方法

セットアップについて

重要

スピードコントローラーにバッテリーを接続
して、電源スイッチをＯＮにしてください。
スロットルトリガー / スティックがニュートラル
の状態でニュートラル LED( 緑 ) が点滅するまで
SET ボタンを押し続けてください。
点滅した時点でセットアップモードになり、
ニュートラル位置が記憶されます。

ニュートラル LED( 緑 ) が点滅したら　
スロットルトリガー / スティックをフルスロットルに
して SET UP ボタンを押してください。
ハイポイント LED( 赤 ) が点灯して、フルスロットル位置が
スピードコントローラーに記憶されます。

ハイポイント LED( 赤 ) が点灯したら、
スロットルトリガー / スティックをフルブレーキに
して SET UP ボタンを押してください。
ニュートラル LED( 緑 ) が点滅して、フルブレーキ位置が
スピードコントローラーに記憶されます。
セットアップが完了するとニュートラル LED( 緑 ) が点灯します。

スピードコントローラーの電源スイッチが OFF になっていて、バッテリーが接続されていない事を確認してください。
ピニオンギヤをはずして、RC カーのタイヤに動力が伝わらないようにしてください。
スロットルトリガー / スティックをニュートラルにして、送信機の電源を ON にしてください。

EPA-TH　スロットル・エンドポイントアジャスト　ハイ側

EPA-TH　スロットル・エンドポイントアジャスト　ブレーキ側

EXP-TH　スロットル・エクスポネンシャル　ハイ側 / ブレーキ側

１００％ H

スロットル　リバース
NOR/REV どちらでも可
セットアップ完了後の変更は禁止

 OFF ／ 0%

ARC-TH　スロットル・アジャスタブルレートコントロール ハイ側 / ブレーキ側  OFF ／ 0%

SUB TRIM-TH　サブトリム・スロットル 0

スロットルトリム  センター (０)

１００％ B/L

電源スイッチ
ニュートラル

フルスロットル

フルブレーキ

ON

1

2

1

2

1

2

3

4

●スピードコントローラーをセットアップする前に
　送信機の設定を右記の通りに合わせてください。

●ボリューム式のエンドポイントアジャスト機能
   が有る送信機の場合は、スロットルのハイ側、
   ブレーキ側のエンドポイントアジャストの設定
   を最大にしてください。

バックキャンセルについて

Push
(1 秒以上長押し )

SET

緑色点滅

SET

Push

SET

緑色点灯

SET

Push

SET

赤色点灯

●電源スイッチをONにします。

   必ず送信機→スピードコントローラーの順序でおこなってください。

 （OFFにする場合はスピードコントローラー→送信機）

●前進走行中にスロットルトリガー/スティックを後進側に操作すると、

   操作に比例してブレーキが効きます。ブレーキ側に操作したままモーターの

   回転が停止すると後進になります。

※送信機にエンドポイント機能がある場合はブレーキの効きをEPA-L、Bで

   調整することができます。設定値を小さくすると、ブレーキが弱くなり後進も

   できなくなります。

ＬＥＤチェッカーランプの動作について

ニュートラル

フルスロットル以外の前進

スロットル操作
ニュートラル
      LED

ハイポイント
     LED

フルスロットル 点灯

フルブレーキ＆フルバック

フルブレーキ、フルバック以外の操作

点灯 点灯

点灯

スロットルトリガー / スティックを操作して、スピードコントローラーの LED 動作でセットアップが正しくおこなわれて
いるか確認できます。

※動作可能なレスポンスモードについて
　F2500 はノーマル (NOR) とハイレスポンス (SHR) のレスポンスモードに対応しています。
　スーパーレスポンス (SSR) では動作しませんので、レスポンスモードの切り替えが可能な送信機で使用する場合は
　対応したレスポンスモードに合わせて送信機と受信機を BIND( バインド ) してください。

出荷状態ではスロットルトリガー / スティックを操作したときに、前進 / ブレーキ / バックで動作する設定になっています。
バックキャンセルの設定をおこなうことで、前進 / ブレーキのみの動作になります。

走行用バッテリーの電圧が低下した際に、走行用バッテリーにダメージをあたえないようにモーターへの出力を停止するのが
ローバッテリー機能です。
使用するバッテリーの種類 ( ニカド、ニッケル水素バッテリー /Li-Po バッテリー ) に合わせたバッテリーセレクトを設定
することでローバッテリー機能が動作しますので、使用するバッテリーに合わせて適切に設定してください。

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ

Ｆ

SET

SET ボタンを押しながら、電源スイッチを ON することで、
バック動作有りとバック動作無し ( バックキャンセル ) が
切り替わります。
(※送信機の電源が OFF でも設定できます。)

送信機の電源が ON の状態で、F2500 の電源を ON したときに
ハイポイント LED が 1 回点滅ではバックキャンセルの設定、
ハイポイント LED が 2 回点滅ではバック動作有りの設定になります。
ハイポイント LED が点滅したあと、ニュートラル LED が点灯して
動作モードになります。　

電源スイッチ

ON

Push
( 押したまま )

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ

Ｆ SET

電源スイッチ

ON

ハ
イ
ポ
イ
ン
ト

後
進
/ブ

レ
ー
キ

　
　
 MAX

ＬＥＤチェッカーランプの動作

前進

ブレーキ

 ＆後進

緑＆赤点灯

緑＆赤点灯

赤点灯

赤点灯

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

・・・点灯

・・・消灯

緑色点灯

緑色点灯

ハイポイント LED の点滅回数で
バック動作の確認ができます。

バッテリーセレクトの設定について

SET

F2500 の電源が ON の状態で SET ボタンを長押しします。
ニュートラル LED が点滅後ハイポイント LED とニュートラル LED が
同時点滅になり、バッテリーセレクトの設定モードになりますので
SET ボタンを離してください。

LED の点滅パターンが 1 回と 2 回を繰り返します。
1 回点滅の時に SET ボタンを押すと Li-Po モード
2 回点滅の時に SET ボタンを押すとニカド / ニッケル水素モード
になります。
バッテリーセレクトの設定が終わるとニュートラル LED が点灯して
動作モードになります。
※使用するバッテリーに合わせて適切に設定してください。間違えると過放電になり、バッテリーにダメージをあたえる可能性が有ります。

Push
( 長押し )

同時点滅

ＬＥＤ点滅動作

SET

ローバッテリー機能とヒートプロテクト機能について

●過放電による走行用バッテリーへのダメージを少なくするためのローバッテリー機能 ( バッテリーセレクトと連動 ) と、過負荷による温度上昇で

　スピードコントローラー本体の破損を防ぐためのヒートプロテクト機能が装備されています。

　走行中に動力用モーターが停止した場合には、ローバッテリー機能とヒートプロテクト機能のどちらかが動作しています。

●F2500 の電源スイッチの OFF/ON で F2500 の動作が正常に戻る場合はローバッテリー機能が働いています。走行用バッテリーを充電するか、

　充電された走行用バッテリーと交換してください。

●F2500 の電源スイッチの OFF/ON をおこなっても動作が正常に戻らず、F2500 のヒートシンクが高温になっている場合にはヒートプロテクト

　機能が働いています。スピードコントローラーのスペック以上の負荷が掛っている、RC カーの駆動系 ( ギア、ベアリング ) が軽く回転していない、

　F2500 への冷却が充分ではない、モーターの破損などの原因が考えられます。

　ヒートプロテクト機能が働いた場合には、右頁の「故障かな？と思ったら」を参考にしてヒートプロテクト機能が働いた原因を調べてください。

トリガータイプ
スティックタイプ

ハ
イ
ポ
イ
ン
ト

前進

ニュートラル

ブレーキ
＆後進

　　
　後

進
/ブ
レ
ー
キ

　　
　　
MA
X

注 ) 送信機の電源が ON になっていない、受信機が送信機からの信号を受信できない場合、スピードコントローラーと受信機を接続しているコネクター

　  にトラブルが発生している場合にニュートラル LED( 緑 ) が点滅します。送信機の電源、受信機へ接続しているコネクターの接続を確認してください。


